
 

 

卓上スタンド＆オートディスペンサー組立マニュアル 
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■各部の名称とはたらき 

 

 

①オートディスペンサー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②卓上スタンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ディスペンサースタンド接合板 

 ・オートディスペンサーを取付ける際に使用します 

 ・左図は表面となります 

 ・左図の赤枠部分のネジは取り外さないで下さい 
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④キー(オートディスペンサーに付属) 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤電源ケーブル(オートディスペンサーに付属) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥＋ドライバー(各自で準備して下さい) 

 

 

■卓上スタンドとディスペンサー接合板の取付手順 

 

 

1.②に取り付いているネジを外します、外したネジは次の工程で使用 

しますので紛失しない様に大切に保管して下さい 

 

  



 

   3 

2.前述の手順１にて外したネジを下の右図③の表面、赤枠で囲われた中央にある穴を、左図にある赤枠部分 

の２ヶ所の穴のどちらかに通し、⑥を使用して取付けます 

      

 

 

3.取付が完了すると左図の様になります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■卓上スタンドとオートディスペンサーの組立手順 

 

1.①はロック機能があるので、それを解除するには上部の「ロック」部分を、④で反時計周りに回します 

 (注)回しすぎるとロック部分の破損の恐れがあります。その為、下の右図の様に斜めになりましたら、 

ロックが解除されます 
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2.ロックを解除しましたら、「ロック」部分を指で強めに押しながら、右図の様に背面側にスライドさせます 

      

 

 

3.手順 2 が正常に開きますと、左図の様に前面カバーが開いて、内部が 

確認出来ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.「消毒液タンク」部分は画像の矢印の様にスライドして動かすと 

外せます 
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5.消毒液タンクを外すと、カバーと機械を挟み込んでいる部分が出てきます、その部分を背面側に 

押し込みます 

 ・これはこの後の「機械」部分を取り外す際に要な作業です 

      

 

6.「機械部分」を上にスライドさせると右図の様に取り外す事が出来ます 

      

 

7.③に取付けられているネジを、①の背面に空いている穴を通して、⑥で締めて固定します 
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8.「機械部分」を左図の赤枠同士を合わせて、下にスライドさせて取付け、カバーと機械を挟み込む部分

を、機械を写っているいる右図の赤く塗りつぶされている部分を軽く押します。 

 そうすると、「卓上スタンドとオートディスペンサーの組立手順」手順 5 の最初の状態になります 

      

 

 

9.ディスペンサーに付属で付いている⑤を左図の様な部分に 

挿し込み、反対側はコンセントに挿します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.消毒液タンクの上部のキャップを開け、そこから消毒液を注ぎ、 

キャップを閉めます 

 (注)薬液タンクを傾け過ぎたり、上下を反対にすると、キャップ 

部分から漏れてしまうので、ご注意下さい 
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11.「消毒液タンク」を画像の様に奥まで取付け、赤枠で示している 

「電源ボタン」を押しますと、ボタンの下側に付いているランプが 

緑色に点灯し、ディスペンサーが起動します 

 ・緑のランプが約 3 秒ごとに点灯していれば、正常です 

 ・ランプが赤色で点滅している場合は、電源周りを確認して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.カバーを閉める際は、下の左図の赤枠部分を軽く押し込み、そのまま閉めればカバーは閉じ固定 

され、スタンドとディスペンサーの組立は完了です 

・必要に応じて「伸縮式スタンドとオートディスペンサーの組立手順」の手順 1 の様に付属の 

④を使用して、「ロック」部分を時計回りに回して、カバーが開かない様になります 

 (注)「伸縮式スタンドとオートディスペンサーの組立手順」の手順 1 と同様に締めすぎると破損 

する恐れがありますのでご注意下さい 

      

 

 

■使用上の注意 

起動中のディスペンサーの電源ケーブルを抜き差ししてしまうと、動かなくなってしまうので、 

抜いたりする度にカバーを外して、「電源ボタン」を押して、起動し直す必要があります。 


